
新たな農林水産技術の創出 人材キャリアアップ体制の充実

県内の動き

● 県の研究・普及・教育の拠点

農林水産総合技術支援センター

開所（H25.4）

● 県と徳島大学との連携による

農工に通じた人材の育成

科学技術の力で
課題を克服

徳島の強み 森林が多く狭い農地

”暴れ川”吉野川の氾濫
主食＆国経済の中心・コメ
の生産に不適な環境

「進取の気質」で

ピンチをチャンスに！

● 江戸時代から｢藍｣をはじめと

する商品作目の生産を振興

● 現在も、商品性の高い多彩な作目生産で

｢関西の台所｣から｢日本の台所｣へ

科学技術の力で
更なる”強み”へ

徳島県科学技術振興アクションプラン（案）～ 食料・バイオ部会 ～

一方では･･･

◆ 地球温暖化

など生産環境の

変化

徳島大学に農学系の
「生物資源産業学部（仮称）」
Ｈ２８年度創設！
（医・薬・工＋農の融合）

◆ 就業者の減少

や高齢化

◆ 生産コストの

高騰や販売価格

の低迷

産・学・官の連携を強化した「アグリサイエンスゾーン」を核として

食料･バイオ分野の科学技術を振興
推進の方向

・農業用アシストスーツの
実用化に向けた実証

・ＩＣＴを活用した環境制御

・ＬＥＤを活用した

農産物の

生長促進

方向

取組
項目

科学技術の力を
強化

新たな

強み

高齢者のリタイヤで
大幅減の懸念

農業就業者の
平均年齢は６５．９歳

生産技術

・生産の省力化

・生産量の増大と高品質化

・地球温暖化への対応

加工技術

・６次産業化や

健康食品等への活用

・木材の高度利用

・機能性解明による

６次産業化
・工業製品としての

木材製品
の開発

バイオ技術の活用

・新品種の開発

・バイオ資源の活用

・イチゴやレンコンなど

新品種の開発
・医療実験用ミニブタの

開発

・バイオマス

発電

食料・バイオ分野の成長産業化を実現

次代を担う人材育成

・若い世代からの

キャリアアップ推進

人材の確保

農林水産業を身近に

・体験活動の強化

・情報発信の充実

高校・農業大学校・大学

の連携による

キャリアアップ体制の強化

・インターンシップの充実

・食Ｐｒｏ．の養成推進

・現場を体感する

見学・体験バスツアー
・関心を高める

「アグリサイエンス・
フェスタ（仮称）」の開催
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